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日本頭痛学会のホームページによると、我が国

の一次性頭痛の有病率は、片頭痛 5 ～ 10％、緊

張型頭痛 20％と言われています。実に 4 人中 1

人が頭痛で悩んでいる計算になります。 

 意外と知られていないかもしれませんが、器質

的な疾患が原因である二次性頭痛（くも膜下出

血、脳出血、髄膜炎など）を除外した一次性頭痛（片頭痛、緊張型頭痛、群発頭痛など）

には鍼灸治療が適応となります。 

 

日本神経学会・日本頭痛学会監修の「慢性頭痛の診療ガイドライン 2013」によると、

一次性頭痛の薬物治療以外の治療法として、鍼治療は推奨グレードＢとして紹介されてい

ます。また、コクラン・レビューでは片頭痛・緊張型頭痛ともに、6 回以上の鍼治療は頭

痛患者に対する有効な選択肢となりうるとされています。 

 後頸部や肩甲上部、肩甲間部の筋群の過緊張は緊張型頭痛の要因の一つであり、この

「肩こり」を鍼治療でほぐすことで頭痛の改善が期待できます。また、三叉神経や上位頚

神経の支配領域に刺激を与えることで、片頭痛発作の疼痛強度や頻度が低下し、治療薬の

服薬日数を減少させる効果も認められています。 

 

頭部や後頸部、肩甲上部、肩甲間部への鍼治療は、脳血流量の安定に影響を及ぼすとの

報告も多く、単に局所のみならず高位中枢を介しての症状の改善がみられるようです。 

頭痛予防の鍼治療でよく使うツボに風池（ふうち）があります。指圧でも上手にやれば効

果がありますのでセルフケアに活用してみてください。 



 

 

 東洋医学では、「気血」と呼ばれるエネルギーを身体中に巡らすための通り道があり、

この通り道のことを「経絡」と呼んでいます。経絡は、臓腑と関連した 12 本の経脈と、

任脈（にんみゃく）と督脈（とくみゃく）と呼ばれる 2 本の経脈を合わせた 14 本が基本

であり、経絡中を流れる気血 の循行が滞ると身体の不調となって現れると考えていま

す。 

頭痛の場合、痛みの部位からどの経絡の問題かを推測し、その経絡と関連する手足のツ

ボを使うこともあります（下図）。例えば、後頭部の痛みに足太陽膀胱経の崑崙（こんろ

ん）、前頭部の痛みに手陽明大腸経の合谷（ごうこく）、側頭部の痛みに足少陽胆経の足臨

泣（あしりんきゅう）といった具合です。少しわかりにくいかもしれませんが、このよう

な東洋医学的な発想でツボを選択すると効果的なことがあります。 

 

 

 

 



 

 頭痛は、時に命にかかわる危険性もありますので、突然の頭痛や今まで経験したことが

ない頭痛は病院の受診が必要です。「検査を受けて異常はなかったが、頭痛で悩んでい

る」「鎮痛剤に頼る頻度を減らしたい」など、慢性頭痛でお悩みの方、鍼治療を試されて

みてはいかがでしょうか？ 

 

 

■東洋医学研究所ホームページへ戻る 

https://www.twmu.ac.jp/hospital/IOM/

